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講演・パネルディスカッションに真剣に耳を傾ける参加者

第 30 回支部総会
　

７
月
31
日
、
西
宮
神
社
会
館
で
「
認
知
症
の

基
礎
知
識
～
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
、
レ
ビ
ー
小

体
型
、
前
頭
側
頭
型
～
」
を
テ
ー
マ
に
第
24
回

在
宅
医
療
研
究
会
を
開
催
。
講
演
と
各
職
種
が

集
う
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
医

師
・
看
護
師
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ら
１
４
５
人

が
参
加
し
た
。

 

講
演
で
土
山
雅
人
先
生
（
西
宮
市
・
つ
ち
や

ま
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
は
、
認
知
症
の
主
要
な

原
因
疾
患
で
あ
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

を
中
心
に
、
非
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
の
レ
ビ
ー

小
体
型
認
知
症
と
前
頭
側
頭
型
な
ど
の
神
経
変

性
疾
患
に
よ
る
認
知
症
、
内
科
的
疾
患
・
脳
外

科
的
疾
患
に
よ
る
認
知
症
に
つ
い
て
、
詳
細
に

解
説
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
認
知
症

の
医
療
や
ケ
ア
に
か
か
わ
る
各
職
種
と
し
て
、

開
業
医
か
ら
玉
置
晃
司
先
生
（
西
宮
市
・
玉
置

医
院)

、 

訪
問
看
護
師
か
ら
山
﨑
和
代
さ
ん
（
西

宮
市
・
西
宮
市
訪
問
看
護
セ
ン
タ
ー)

、
地
域

包
括
か
ら
秦
佳
子
さ
ん
（
西
宮
市
・
瓦
木
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー)

、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

か
ら
山
形
ま
ゆ
美
さ
ん
（
西
宮
市
・
明
和
居
宅

介
護
支
援
事
業
所)

、
介
護
施
設
か
ら
粟
野
真

造
さ
ん
（
尼
崎
市
・
西
長
洲
荘)

が
登
壇
し
、

医
療
や
介
護
に
難
渋
す
る
認
知
症
の
ケ
ー
ス
を

　7 月 10 日の朝、京都から西宮市立勤労会館に着く

と、今回の公演に企画から関わってくださった方々やス

タッフのみなさんが手伝ってくださって、すぐに舞台の

準備が整いました。ホールはあっという間に 200 人以

上の人でいっぱいになり、アフリカ、アジア、南北アメ

リカの楽器を使ってみなさんと一緒に世界一周の旅に

出て、あっという間に 2 時間が過ぎ、最後には、あた

たかい拍手をいただきました。

　ほんとに小さな赤ちゃんから高齢の方まで、みなさ

ん、私の音楽を楽しそうに聞いてくださってありがと

うございました。おひとりおひとりにお礼を言えなかっ

たのが、残念です。

　また兵庫県保険医協会のみなさんとご一緒できる機

会があることを願っています。

第
24
回
在
宅
医
療
研
究
会

　７月 10 日に西宮市立勤労会館で開催された第 30 回支部総

会記念市民公開講演会「民族音楽の旅～ロビン・ロイドさん

ライブ＆トーク～」で講師・演者を務めたロビン・ロイドさ

んから、支部の先生にメッセージが寄せられたので紹介する。

想
定
し
て
討
論
。
診
断
や
治
療
、
訪
問
診
療
、

訪
問
看
護
の
役
割
な
ど
の
医
療
、
看
護
面
を
は

じ
め
、
介
護
力
不
足
の
家
庭
を
ど
う
支
え
、
介

護
施
設
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
な
ど
の

介
護
面
、
認
知
症
家
庭
が
相
談
で
き
る
と
こ
ろ

や
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

サ
ー
ビ
ス
の
福
祉
面
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
検

討
と
な
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
漠
然
と
し
て
い
た
症
例
や

語
彙
の
意
味
が
体
系
的
に
理
解
で
き
た
」
「
事
例

を
そ
の
都
度
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
い

う
言
葉
が
印
象
的
」
「
多
様
な
職
種
で
共
通
の
体

験
、
情
報
の
共
有
を
密
に
し
て
い
き
た
い
」
等

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

多
様
な
職
種
か
ら
の
情
報
を
共
有

 ロビン・ロイドさんからメッセージ

認知症について詳細に

　解説する土山先生

パネルディスカッションでは各方面から現場での実態を踏まえた

率直な意見が出された（左から、玉置、山﨑、秦、山形、粟野）
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７
月
31
日
と
８
月
１
日
の
二
日
間
、
西
宮

商
工
会
館
で
協
会
研
究
部
が
主
催
す
る｢

初

心
者
の
た
め
の
保
険
請
求
事
務
講
習
会｣

を

開
催
。
阪
神
間
の
地
域
を
中
心
に
45
医
療
機

関
か
ら
62
人
が
受
講
し
、
全
員
が
修
了
し
た
。

　
　

講
師
は
西
宮･

芦
屋
支
部
か
ら
、
岩
下
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
岩
下
敬
正
先
生
と
川
崎
医

院
・
川
﨑
史
博
先
生
が
両
日
と
も
、
中
島
ク

リ
ニ
ッ
ク
・
中
島
敏
雄
先
生
が
一
日
目
の
講

義
を
担
当
さ
れ
た
。

　
　

参
加
者
か
ら
は
、｢

特
定
疾
患
指
導
管
理
と

投
薬
の
関
係
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
た
い｣

、

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
８
月
27
日
に
西
宮
医
療

会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
８
人
が
参
加
し
た
。

【
報
告
】

①
第
30
回
支
部
総
会
（
７
・
10
）

②
新
規
開
業
医
納
涼
交
流
会
（
７
・
24
）

③
第
24
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
７
・
31
）

④
保
険
請
求
事
務
講
習
会
（
７
・
31
～
８
・
１
）

【
予
定
・
企
画
】

①
英
語
で
診
療
＃
27
（
９
・
10
）

②
厚
生
労
働
省
職
員
と
の
懇
談
会
（
９
・
11
）

③
愛
の
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズV

o
l
.
2

「T
h
e
 

C
l
a
s
s
i
c
 
L
o
v
e
r
s
 
C
o
n
c
e
r
t

」
（
10
・
27
）

④
第
25
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
11
・
13
）

⑤
第
８
回
胸
部
Ｘ
‐
Ｐ
読
影
会

⑥
第
26
回
在
宅
医
療
研
究
会

⑦
英
語
で
診
療
＃
28

世
話
人
会
だ
よ
り

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
請
求
事
務
講
習
会
（
西
宮
会
場
）

２日間にわたって講師を務めた

岩下先生（左）と川﨑先生（右）

新
規
開
業
医
納
涼
交
流
会

　
　

７
月
24
日
、
「
割
烹
つ
じ
」
で
新
規
開
業
医

納
涼
交
流
会
を
開
催
。
医
師
10
人
が
参
加
し

た
。
新
規
開
業
医
と
し
て
参
加
し
た
大
森
公
之

助
先
生

（
西
宮
市

・
大
森
内
科
医
院
）
の
感

想
文
を
掲
載
す
る
。

支部の先生が、食事を愉しみながら日常診療の経験や

地域での取り組みなどを交流した

手
書
き
レ
セ
の
作
成
を
体
験

【日　時】　10 月 27 日 ( 水 )18 時 30 分開演

【会　場】　西宮市プレラホール

【出　演】　ソプラノ　長谷川 眞弓  ピアノ　　森口 綾子

         バリトン　小玉 晃      マリンバ　今田 香織
【主　催】　ＳＦＣＣ実行委員会

【入場料】　当日券 3,000 円、前売券 2,000 円⇒ 1,800 円

　※会員の先生は１割引でご購入いただけます。ご希望の場合は、

　　協会事務局 山田・岡林・伊藤 078-393-1817 まで

愛のコンサートシリーズ vol.2

「The Classic Lovers Concert」

｢

レ
セ
コ
ン
に
頼
り
っ
ぱ
な
し
な
の
で
、
手
書

き
で
レ
セ
プ
ト
を
書
い
て
み
て
初
め
て
分
か
っ

た
こ
と
が
多
か
っ
た｣

、｢

す
ご
く
た
め
に
な
る

研
修
で
し
た｣

、｢

手
書
き
レ
セ
を
書
く
体
験
が

で
き
て
よ
か
っ
た｣

、｢

意
識
づ
け
に
な
り
ま
し

た｣

、｢

質
問
に
答
え
て
い
た
だ
く
先
生
が
た
く

さ
ん
い
て
あ
り
が
た
か
っ
た｣

と
の
声
と
と
も

に
、｢

(

レ
セ
プ
ト
作
成
の)

問
題
を
解
く
時
間

に
追
い
付
け
な
い｣

｢

検
査
や
Ｘ-

Ｐ
の
問
題
が

や
や
こ
し
く
て
大
変
で
し
た｣

と
い
う
率
直
な

意
見
や
、｢

在
宅
点
数
の
講
習
会
が
あ
れ
ば
参

加
し
た
い｣

な
ど
の
要
望
も
寄
せ
ら
れ
た
。１日目の講師を務め、参加者からの

質問に答える中島先生

 

　

 

私
は
今
年
の
四
月
に
父
よ
り
医
院
を
継
承
致

し
ま
し
た
。
今
ま
で
勤
務
医
で
あ
っ
た
た
め
、

開
業
医
と
し
て
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状
態
で
、

日
々
の
慣
れ
な
い
業
務
に
手
一
杯
の
状
態
で
し

た
。
父
か
ら
の
薦
め
も
あ
り
保
険
医
協
会
の
新

規
開
業
医
懇
親
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
　

実
際
に
参
加
し
た
率
直
な
感
想
と
し
て
、
私

の
よ
う
な
若
輩
者
で
も
暖
か
く
迎
え
て
下
さ
り
、

非
常
に
開
業
医
同
士
の
繋
が
り
を
感
じ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
　

開
業
医
は
皆
一
人
ひ
と
り
が
独
立
し
て
い
ま

す
。
当
然
、
日
々
多
く
の
不
安
も
抱
え
て
い
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
誰
で
も
同

じ
で
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
、
こ
の
よ
う
な
会
で
お

互
い
の
繋
が
り
が
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
は
心
強

く
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。

　
　

た
だ
残
念
な
こ
と
は
、
新
規
開
業
の
先
生
の

参
加
が
少
な
か
っ
た
こ
と
で
す
（
そ
の
分
、
私

は
色
々
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
）
。
新

規
開
業
の
先
生
に
と
っ
て
既
存
の
組
織
に
入
り

に
く
い
・
馴
染
み
に
く
い
こ
と
は
よ
く
分
か
り

ま
す
。
た
だ
保
険
協
会
は
医
師
・
歯
科
医
師
が

席
を
同
じ
く
す
る
会
で
あ
り
、
情
報
交
換
に
は

多
い
に
役
立
つ
組
織
で
す
。
多
く
の
新
規
開
業

の
先
生
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
私
自
身
も

さ
ら
に
横
の
繋
が
り
を
広
げ
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

【
西
宮
市
・
大
森
内
科
医
院　

大
森
公
之
助
】

開
業
医
の
繋
が
り
を
感
じ
た


